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遣隋・遣唐留学者とその役割
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はじめに
小稿では日本の遣隋使・遣唐使に伴う留学者の様態を探ることを通じて、遣隋使・遣唐使の意
味合いや留学者の果した役割を検討することを課題とする。その考察に入る前に、研究者によっ
てとらえ方が異なる遣隋使・遣唐使の次数や遣唐使事業全体の時期区分について私見を整理して
おきたい。
まず遣隋使に関しては、『隋書』煬帝紀の信頼性はやや低く、倭国伝や『日本書紀』（以下、
『書紀』と略記）を重視する立場に依拠して、600年（開皇20／推古８）、607年（大業３／推古15）、
608年（大業４／推古16）、614年（大業10／推古22）の４回説を支持したいと思う（1）。遣唐使に
ついては遣隋使以上に次数の数え方がまちまちであるが、私は遣唐使の次数を次のように理解す
るのがよいと考えている（次数、任命・出発年月）（2）。
（１）舒明２年（630）８月、（２）白雉４年（653）５月、（３）白雉５年（654）２月、
（４）斉明５年（659）７月、（５）天智４年（665）、（６）天智８年（669）、（７）大宝元年
（701）正月任→同２年６月、（８）霊亀２年（716）８月任→養老元年（717）３月、（９）天
平４年（732）８月任→同５年４月、（10）天平18年→中止、（11）勝宝２年（750）９月任→
同４年閏３月、（12）宝字３年（759）正月任→同３年２月、（13）宝字５年10月任→同６年
４月再編→中止、（14）宝亀６年（775）６月任→同８年６月、（15）同９年12月任→同10年
５月、（16）延暦20年（801）８月任→同22年４月→同23年３月、（17）承和元年（834）正月
任→同３年５月→同４年７月→同５年７月、（18）寛平６年（894）８月任→中止
遣唐使の次数は齟齬する恐れがあるので、以下、（７）を大宝度の如くに称し、（12）・（13）は
宝字度q・w、（14）・（15）は宝亀度q・wとして区別する。また（８）は養老の遣唐使と称さ
れることが多いが、遣唐使は任命時点を起算として理解されていたようであるから（3）、これは霊
亀度の遣唐使と称するのがよいであろう。
次に遣唐使の時期区分に関しては、今日においては南島路の存在はほぼ否定されていると思わ
れるので（帰路に漂着などによってこのコースを辿ることはある）、航路による区分は次のよう
に整理することができる。
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前期…北路～（１）～（６）
後期…南路～（７）～（18） （臨時のルートとして渤海路を用いたものを含む）
この時期区分は単に航路の変遷に依拠するものだけではなく、遣唐使の歴史を全体的に見た場合、
唐との関係や遣唐使の役割などの点からも相応しいものではないかと考えられ、以下、この時期
区分に基づき、各時期の遣唐使の意味合いや留学者の役割などを検討していくことにしたい。
１　遣隋使・前期遣唐使と留学者
ここではまず遣隋留学者としての経歴を有し、遣唐使としても２回、計３回も渡海した薬師恵
日という人物に着目することから始めたい。
ａ『書紀』推古31年（623（推古30＝622ヵ〉）７月条
新羅遣大使奈末智洗爾、任那遣達率奈末智、並来朝。（中略）是時、大唐学問僧恵斉・恵光及医
恵日・福因並従智洗爾来之。於是、恵日等共奏聞曰、留于唐国学者、皆学以成業、応喚。且其大
唐国者法式備定之珍国也。常須達。
ｂ『続紀』宝字２年（758）４月乙巳条
内薬司佑兼出雲国員外掾正六位上難波薬師奈良等一十一人言、奈良等遠祖徳来、本高麗人、帰百
済国。昔泊瀬朝倉朝廷　詔百済国。訪求才人。爰以徳来貢進聖朝。徳来五世孫恵日、小治田朝廷
御世、被遣大唐、学得医術。因号薬師、遂以為姓。今愚闇子孫、不改薬師字、蒙難波連。許之。
＊（参考：『姓氏録』右京諸蕃下・難波連条）「出自高麗国好太王也。」
ｃ『書紀』舒明２年（630）８月丁酉条
以大仁犬上君三田耜・大仁薬師恵日遣於大唐。
ｄ『書紀』白雉５年（654）２月条　→斉明元年（655）８月戊戌朔条帰国
遣大唐押使大錦上高向史玄理〈或本云、夏五月、遣大唐大華下高向玄理〉、大使小錦下河辺臣麻
呂、副使大山下薬師恵日、判官大乙上書直麻呂・宮首阿弥陀〈或本云、判官小山下書直麻呂〉、
小乙上崗君宜・置始連大分、小乙下中臣間人連老〈老、此云於喩〉・田辺史鳥等、分乗二船、留
連数月、取新羅道、泊于莱州、遂到于京奉覲天子。於是、東宮監門郭丈挙等悉問日本国之地理及
国初之神名。皆隨問而答。押使高向玄理卒大唐。〈伊吉博得言、学問僧恵妙於唐死。知聡於海死。
智国於海死。智宗以庚寅年付新羅船帰。覚勝於唐死。義通於海死。定恵以乙丑年付劉徳高等船帰。
妙位・法勝、学生氷連老人・高黄金并十二人、別倭種韓智興・趙元宝、今年共使人帰。〉
薬師恵日は『書紀』推古16年（608）９月辛巳条の遣隋留学者の中には見えないが、こうした
事例は何人かが知られており（表１）、ａ・ｂの記述を併考すると、彼が遣隋使の時代に留学者
として派遣されたことは疑いないと思われる。遣隋留学者のうち出自のわかる者はいずれも渡来
系氏族の人々であり、ｂによると、恵日も高句麗系あるいは百済系の渡来系氏族出身者であった。
仏教伝来を受けて、日本への仏教定着に活躍した鞍作氏の人々、新来の技芸、例えば百済僧観勒
による暦法・天文遁甲・方術の伝授や百済人味摩之による伎楽舞の伝習などを受容した人々
（『書紀』推古10年10月条、同20年是歳条）は渡来系氏族であり、文筆能力や事務掌握の面で彼ら
に依存するところが大であった点、これが当該期に新来の文化を獲得・定着する上で渡来系氏族
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の学芸基盤に依拠せざるを得なかった要因であろう。
ｂによると、恵日が学んだのは医術であり、薬師姓はこれに由来して賜姓されたものであると
いう。ａの恵日らの帰国は遣隋留学者の帰朝としては最も早い事例であり、隋の滅亡、興起した
唐の様子を詳細に報告し得たものと推定される。「薬師」は医薬関係者を示す古い呼称で（長屋
王家木簡〔城23-11〕にも「薬師処」が見える）、後述の当該期の留学者の中では、恵日は医薬と
いう特定の分野を学んだ稀な事例であり、早期の学習・帰国が可能であったのかもしれない。朝
鮮三国では高句麗が619年、百済・新羅は621年と、逸早く唐と通交を開始しており、特に高句
麗・百済の攻撃を受けて守勢に回っていた新羅は、唐と日本の仲介者の役割を果すことで、日本
が高句麗・百済に決定的に肩入れしないように企図し、日本への接近を試みていた。ａで新羅か
ら「任那調」が貢上されているのも、こうした新羅の外交政策を示すものである（4）。
ａによると、恵日は遣隋留学者で在唐中の人々を召喚すべきこと、そして「其大唐国者法式備
定之珍国也、常須達」と述べ、唐との通交の必要性、遣唐使派遣を進言したとある。日本の遣唐
使がすぐに派遣されなかったのは、622年厩戸王死去、626年大臣蘇我馬子死去、628年推古大王
崩御と629年舒明大王即位に伴う紛擾（舒明即位前紀）など政治的不安定が続く国内事情、また
朝鮮三国に対する等距離外交を維持するために、東アジア情勢を見極める必要があった点などが
考慮されるべきであろう（5）。恵日が進言していた在唐留学者の帰朝も第１回遣唐使以降に実現し
ていくことになるが、その第１回遣唐使では最後の遣隋使として渡海した経験のある犬上三田鍬
が大使、そして遣隋留学者であった薬師恵日が副使に起用されており、外交経験や隋唐文化への
通暁が重視された人事であったことが窺われる。
こうした遣外使節に相応しい資質は、遣唐使事業の全体を通底しており、ｄの押使高向玄理、
大宝度の執節使粟田真人（白雉４年の留学僧道観）、勝宝度の副使大伴古麻呂・吉備真備などの
事例を掲げることができる（6）。遣隋・遣唐留学者が遣外使節の官人に起用され、国家の外交に携
わるという形は薬師恵日を嚆矢としており、その点でも恵日の活動は重要である。但し、乙巳の
変後に国博士に起用された高向玄理・僧旻、あるいは奈良時代後半の政治史上にも活躍する大伴
古麻呂・吉備真備などは特例であり、留学者が政治の中枢で大きな位置を占めることは少ないと
いうのが日本の特色であろう。
薬師恵日は若年のうちに留学→帰朝を果したものと推定され、第１回遣唐使から約４半世紀を
経て実施された白雉５年遣唐使にも副使として参加している。今回の遣唐使については激動する
東アジア情勢の中で、唐と朝鮮三国の仲介的役割を果そうとしたとする評価もあるが、私見では
むしろ白雉４年遣唐使の成否不明の中、飛鳥還都をめぐって対立を深めた孝徳大王と中大兄皇子
の妥協として、孝徳朝の改革推進のための唐文化移入を目的として実行されたものと位置づけた
い（7）。ｄのうち、高向玄理は国博士として孝徳大王の改革を遂行する立場にあり、河辺臣麻呂は
蘇我氏の勢力につながる存在、中臣間人連老や田辺史鳥は中大兄―中臣鎌足側と推定され、孝徳
朝の政治に関わる諸勢力が混成していることがわかる。その中で薬師恵日の立場ははっきりせず、
元留学者で、ａの発言に示されるように、唐文化の賛仰者であって、政治的活動は乏しい存在と
考えてみたい（8）。ｂによると、恵日の子孫は薬師を称し、医学を専門分野としたようであるが、
薬師姓では白雉元年（650）の法隆寺多聞天光背銘の薬師徳保が知られるに過ぎず、その氏族と
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しての活躍例は殆ど不明である。多くの留学者はこのように歴史の彼方に消えていく場合が圧倒
的であると言わねばならない。
では、遣隋使や前期遣唐使の時代の留学者はどのような文物を齎し、古代国家確立の７世紀の
歴史にどのような役割を果したのであろうか（9）。第１回遣唐使は唐使高表仁を随伴して帰朝する
が、『旧唐書』倭国伝には「又遣新州刺史高表仁、持節往撫之。表仁無綏遠之才、与王争礼、不
宣朝命而還」（「王」は『旧唐書』では「王子」とあるが、『新唐書』日本伝、『善隣国宝記』舒明
３年条所引「唐録」などにより改めた）とあり、唐側は日本を冊封しようとしたところ、日本側
はこれを拒否するという紛擾があったようである。したがって第１回遣唐使は唐との安定した通
交の端緒にはならず、次の白雉４・５年の遣唐使派遣まで４半世紀近くの間隔が空くことになる。
そして７世紀後半の東アジアの激動の中で、前期遣唐使の期間を通じて、日本は唐と安定した関
係を形成することができなかったと見ることができよう。
この７世紀には日本は中央集権的律令国家の構築を意図し、遣隋使・遣唐使を派遣して中国の
律令法を導入しようとしたと説明されることが多い。しかし、こうした唐との不安定な関係の中
で、そのような目的は達成できたのであろうか。またそもそも律令体制の継受を目的としたとい
うのは本当なのだろうか。『隋書』倭国伝には607年の遣隋使は「聞海西菩薩天子重興仏法、故遣
朝拝。兼沙門数十人来学仏法。」とあり、表１によると、留学者として名前が知られる者には僧
侶が多い。中には白雉４年入唐の道観のように、後に還俗して粟田真人と名乗り、律令体制確立
期の官人、律令に精通した存在として活躍し、大宝度の執節使になった人物も含まれている。し
かしながら、多くの留学僧は仏法を学ぶことが基本で、律令法導入の意図などはあまり明確には
看取し難いという印象を受ける。
遣隋使や前期遣唐使の留学者の帰朝後の活動例として、遣隋留学僧の僧旻の足跡を整理すると、
彼は632年の帰国後、乙巳の変以前に私堂で『周易』の講義を行っており（『家伝』上）、そこに
は新知識を渇望して蘇我入鹿や中臣鎌足などが参集していた。637年２月、「大星従東流西、便有
音似雷」という現象が起きた時、僧旻は「非流星、是天狗也。其吠声似雷耳」と解説し（『書紀』
舒明９年２月戊寅条）、新しい学識により人々を教導する役割を果している。乙巳の変後、国博
士として孝徳朝の政治に参画した際には、白雉改元に関連して、白雉が祥瑞であることを中国の
古典を引用しながら説明しているのも、同様に解することができる（白雉元年２月戊寅条）。そ
の他、640年帰朝の南淵請安もやはり儒教の講説を行っており、中大兄皇子、中臣鎌足などが参
来している（皇極３年正月乙亥朔条）。
このように遣隋留学僧の中には中国の古典、特に儒教についての知識を修得し、帰朝後に宗教
面以外でも活動を行う者がいた。勿論、無量寿経を講説した恵隠（舒明12年５月辛丑条）など、
仏教研鑽の成果を示す人々も存した。僧侶は当時にあっては最高の知識人の一翼を成す存在であ
り、やや後の事例になるが、白村江の敗戦後に到来した唐や新羅の使者に対して、僧智弁（『善
隣国宝記』天智３年条所引「海外国記」）・智祥（『書紀』天智３年10月乙亥朔条）や僧法弁・秦
筆（天智７年９月丁未条）などが応接にあたっており、外交面での活躍も見られる。その他、上
述の道観＝粟田真人のように、還俗して律令官人として様々な知識・技能を以て奉仕する人材も
多かった（10）。
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では、彼らは官人たるに相応しい律令などの専門知識をも学習していたのであろうか。乙巳の
変後、孝徳朝に国博士になった僧旻は、同じく遣隋留学生であった高向玄理とともに、649年に
「八省百官」を置き、孝徳朝の改革に参画・立案していたことがわかる（『書紀』大化５年２月是
月条）。この時に設置された新官職としては、刑部尚書、衛部、祠官頭などを知られている。但
し、祠官頭は「掌叙王族、宮内礼儀、婚姻、ト筮」（『古語拾遺』）とあり、その職務内容は大宝
令制下では治部省、式部省、神祇官などに分散していくもので、奈良時代以降の律令国家の中央
官制に直結するものではなかったと言わねばならない。その規範となったのは隋・唐以前の中国
北朝の官制である（11）。つまり彼らは最新の隋・唐の制度を意識的に学習した訳ではなく、僧旻
の『周易』講説に窺われるように、むしろ中国古代の理想としての周制を基本とする北朝の官制
を、知識の１つとして知り得たに過ぎなかったのではないかと思われる。
以上を要するに、遣隋使および前期遣唐使に伴う留学者の内実を検討すると、その主目的は僧
侶を中心とする仏教の整備にあり、総合的宗教としての仏教の理解に必要な学芸一般を深化する
ことにあったと見なされる。推古朝以来、仏教を中心とした統合原理に基づく国家構築を進めて
きた延長上に、僧侶の学芸に依拠したという特色が看取できるのである（12）。国家統治の技術に
ついては、最新の隋・唐制を意識して吸収しようとしたのではなく、一般的知識として中国歴代
の制度、特に隋・唐が歴史的に母体とした北朝、その淵源にある中国古典の周制を修得し、その
机上の知識を現実の国家体制構築に適用したと解される。
こうした形での中国文化参酌は前期遣唐使の時代に通有している。天智朝において白村江戦を
１つの契機として中国的中央集権国家の構築を進めた時、天智10年の太政官制には大納言の名称
が存することが注意される（『書紀』天智10年正月癸卯条分註）。大納言の官名は隋・唐以前の北
周の官制に存在し、太政官制の中に皇帝の意志を審査する門下省的な役職を置かないのも北周制
に拠ったと見なされるので（13）、天智朝の官制改革は北周の制度に依拠したことを窺わせ、孝徳
朝以来の国政改革の延長線上にあるものであって、その規範とする知識が変わらなかったことを
示している。周制に依拠した方策は宮殿造営にも該当し、孝徳朝の難波宮の三朝制導入や『周礼』
の面朝後市型の都城を現出した藤原京などにその事例を見出すことができよう（14）。
遣隋使・前期遣唐使の時代に特に国家体制の面で最新の隋・唐制を全面的に導入しなかったの
は、７世紀にはまだ国家・社会の発展段階の相似する朝鮮諸国の制度を参酌することが基本であ
ったためと考えられる。官人編成の基盤になる冠位制度は600年の遣隋使を契機に603年冠位十二
階の制定によって始まるが、冠位十二階は百済制を参考にして立制されている（15）。推古朝には
上述の観勒や味摩之などの百済、あるいは高句麗からの諸技芸伝授の方が優勢であり、７世紀の
東アジアの動乱の中でも朝鮮諸国との通交の方が重要であったという事情が存する。冠位制度に
ついて言えば、乙巳の変後に大化３年、大化５年、天智３年と冠位改訂が行われるものの、基本
的には冠位十二階の構造を踏襲しており、大宝令制につながる官位制度が構築されるのは天武14
年冠位制度の施行を待たねばならなかった。
その天武朝においても、中国的な律令体制の整備を進める上で、諸風俗の唐風化を推進する方
法（表２）は650年代の新羅の唐風化の過程を参照しており、また670年～701年に遣唐使による
通交が途絶している状況にあっては、新羅からの情報入手や新羅制の参酌、さらには新羅への留
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学者派遣とその役割に期待されるところも大きかったのである（16）。但し、表１によると、天智
８年遣唐使の黄書造本実は土木・建築に用いる水準器を将来しており（『書紀』天智10年３月庚
子条）、ここには唐からの技術移入の方向性を読み取ることができる。そこで、章を改めて、そ
うした唐文化の移入が全面的に始まる後期遣唐使段階の留学者のあり方を検討してみたい。
２　後期遣唐使時代の留学者
後期遣唐使の開幕を告げる大宝度の遣唐使では、倭国から日本国への国号変更が国際的に認知
され、20年１貢の約束、白村江戦の完全な戦後処理などが行われ、唐と安定した通交が可能にな
った。ここに大宝度遣唐使の画期性があり、以後留学者の派遣による唐文化の移入が進展する（17）。
ここではこの後期遣唐使の時期の留学者が果した役割を整理してみたい。
ｅ『続紀』天平７年（735）４月辛亥条
入唐留学生従八位下下道朝臣真備献唐礼一百卅巻、太衍暦経一巻・太衍暦立成十二巻、測影鉄尺
一枚、銅律管一部、鉄如方響写律管声十二条、楽書要録十巻、絃纏漆角弓一張・馬上飲水漆角弓
一張・露面漆四節角弓一張、射甲箭廿隻・平射箭十隻。
ｆ『日本国見在書目録』正史家・東漢観記143巻
右、隋書経籍志所載数也。而件漢記、吉備大臣所将来也。其目録注云、此書凡二本。一本百廿七
巻、与集賢院見在書合。一本百四十一巻、与見書不合。又得零落四巻。又与両本目録不合。真備
在唐国多処営求、竟不得其具本。故且隨写得如件。今本朝見在百四十二巻。
ｇ『続紀』宝亀６年（775）10月壬戌条吉備真備薨伝
（上略）霊亀二年、年廿二、従使入唐、留学受業、研覧経史、該渉衆芸。我朝学生播名唐国者、
唯大臣及朝衡二人而已。（下略）
下道（吉備）真備は霊亀度の留学生で、ｇに評されているように、同時に留学した阿倍仲麻呂
（朝衡）とともに双璧をなす留学者と位置づけられている。仲麻呂の方は玄宗に仕え、様々な紆
余曲折の結果、ついに唐で官人として生涯を終えることになるが、真備は次の天平度遣唐使に随
伴して帰朝する。その後、右大臣にまで至る真備の生涯については優れた伝記的検討も行われて
いるので、そちらを参照されたい（18）。ｅによると、真備は唐礼、暦法、測量道具、音楽関係の
呂律や楽書、工芸品的な弓や様々な箭など幅広い分野の唐文化関連品を将来したことが知られる。
その他、ｆに窺われる膨大な書籍の蒐集、あるいは軍事分野での知識にも通暁していたこと
（『続紀』宝字４年11月丙申条）など、その活動は様々な分野に亘っており（『扶桑略記』天平７
年４月辛亥条も参照）、長期滞在の留学生が果すべき役割を窺うことができる。
なお、留学生が唐の文物や書籍を自由に入手できたか否かには議論があり、律令などの最新の
知識も市井においてかなり簡単に書物を入手できたとする見解と、様々な禁制によって必ずしも
自由自在には入手できなかったとする見方が呈されている（19）。ただ、ｆによると、真備と雖も
集賢院の官蔵本を書写することは許されず、市井で諸本を入手するという手段を講じざるを得な
かったことがわかる。一方で、そうしたことが可能であったのは、禁書対象以外の書籍が市井で
流通しており、皇帝は遣唐使や留学生が持ち帰る一々の書物まで査問しなかったので、様々なつ
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てや努力によって書籍を蒐集することができたとも考えられる。
ちなみに、真備や客死した井真成などは勉学や知識の修得、帰国時に将来する書籍の収集など
に励む生活であったと推定されるが、途中で任務を放棄してしまう者もいた。『唐大和上東征伝』
によると、天平度に戒師招聘のために入唐した栄叡・普照ら４人の僧侶のうち、玄朗・玄法は鑑
真の１度目の渡海の試みが如海の誣告によって失敗し、拘束された後、「従此還俗別去」（宝暦12
年版本では「従此還国別去」）とあり、以後の消息は不明になっている。井真成が未知の留学生
の「発見」であったのに対して、それとは逆の道を辿って、唐の闇に消えた留学生も少なからず
いたと思われる。
ｈ『懐風藻』釈弁正
弁正法師者、俗姓秦氏。性滑稽、善談論。少年出家、頗洪玄学。大宝年中、遣学唐国。時遇李隆
基龍潜之日、以善囲碁、屡見賞遇。有子朝慶・朝元。法師及慶在唐死。元帰本朝、仕至大夫。天
平年中、拝入唐判官、到大唐見天子。天子以其父故、特優詔、厚賞賜。還至本朝、尋卒。
ｈの弁正は大宝度の留学僧であったようであるが、唐で妻帯して、２人の子どもを儲け、つい
に帰国しないで、唐で死去したと記されているので、この留学脱落組である。しかし、彼は囲碁
にも長じており、即位前の玄宗と親しくなったとあり、こうした人脈作りも留学者に期待される
役割である。弁正は大宝度の数少ない留学者であるが、同時に入唐した道慈も「時唐簡于国中義
学高僧一百人、請入宮中、令講仁王般若。法師学業穎秀、預入選中。唐王憐其遠学、特加優賞。」
とあり（『懐風藻』）、唐皇帝の目に止まる評価を得たことが知られる。その他、大宝度の大使坂
合部大分は唐に滞留を余儀なくされ、次の霊亀度の遣唐使に随伴して帰国することになるのであ
るが（『続紀』養老元年12月甲戌条）、彼も唐側に日本の遣唐使人の１つのイメージを扶植してい
る。即ち、『朝野僉載』巻４には朝廷の高官に次々と綽名をつけて左遷された魏光乗の話が掲載
されており、そこで彼は「長大少髪」の舎人呂延嗣（祚）を「日本国使人」と評したといい、大
分の容姿を教えてくれる材料になる（20）。
勝宝度の遣唐使が玄宗と謁見した時、玄宗は「又勅命朝衡領日本使、於府庫一切処遍宥」と令
したといい（『東大寺要録』巻１所引延暦僧録第２勝宝感神聖武皇帝菩薩伝）、霊亀度に留学し、
唐に滞在して官人となった阿倍仲麻呂が玄宗との関係を構築し得たのも、弁正ら大宝度の留学
者・滞留者らが築いていた信頼関係が作用したところがあったと考えられる。また仲麻呂自身が
玄宗と日本の遣唐使を仲介する役割を果したことは重要であり、国内的には評価できないことか
もしれないが、在唐留学者の１つの役割として注目してみたい。なお、弁正の次男秦忌寸朝元は
霊亀度の遣唐使とともに帰朝したらしく（『続紀』養老５年正月甲戌条で医術に通じた存在と見
える）、ｈによると、後に天平度の遣唐判官として入唐した時、玄宗から賞賜されたと記されて
いる。朝元は中国語のネイティブ・スピーカーとして漢語教育にも従事しており（『続紀』天平
２年３月辛亥条）、これも入唐者、在唐経験者に期待される役割の１つであろう。但し、彼は日
本語は必ずしも完全ではなかったらしく、天平18年正月中宮西院における白雪の酒宴で和歌を詠
む場面では、「但秦忌寸朝元者、右大臣橘卿謔云、靡堪賦歌、以麝贖之」とあり（『万葉集』巻
17-3922～3926）、和歌の不得意さや唐物である麝香所持を指摘されている。
玄宗（在位712～756年）は８世紀の唐の皇帝の中で最も在位期間が長く、このようにして構築
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された玄宗との関係が日本の遣唐使の定期的な派遣、唐文化の安定的な移入を進める大きな原動
力になったと思われる。安史の乱で唐が混乱し、玄宗が死去した後も、宝亀度q、延暦度、承和
度と遣唐使派遣が継続されたのはその余徳であったかもしれない（21）。
では、留学者が将来した唐の文物はどのように受容されたのであろうか。また留学者たちの帰
朝後の活動は如何であろうか、次にこの点を検討したい。
ｉ『続紀』養老３年（719）２月己亥条
初令天下百姓右襟、職事主典已上把笏。其五位以上牙笏。散位亦聴把笏。六位已下木笏。
ｊ『続紀』養老３年12月戊子条
始制定婦女衣服様。
ｋ『続紀』神亀元年（724）11月甲子条
太政官奏言、上古淳朴、冬穴夏巣。後世聖人、代以宮室。亦有京師、帝王為居。万国所朝、非是
壮麗、何以表徳。其板屋・草舎、中古遺制、難営易破、空殫民財。請仰有司、令五位已上及庶人
堪営者構立瓦舎、塗為赤白。奏可之。
ｌ『続紀』天平４年（732）正月乙巳条
御大極殿受朝。天皇始服冕服。
ｍ『続紀』景雲２年（768）７月辛丑条
大学助教正六位上膳臣大丘言、大丘天平勝宝四年、隨使入唐、問先聖遺風、覧膠庠之余烈。国子
監有両門、題曰文宣王廟。時有国子学生程賢、告大丘曰、今主上大崇儒範、追改為王。鳳徳之徴、
于今至矣。然准旧典、猶称前号、誠恐乖崇徳之情、失到敬之理。大丘庸闇、聞斯行諸。敢陳管見、
以請明断。勅号文宣王。
ｎ『日本高僧伝要文抄』巻３所引延暦僧録第五智名僧沙門釋戒明伝（22）
（上略）在後宝亀十年、城中諸僧都集大安寺、連署欲奏廃大仏頂経云、是偽経。令戒明連署、収
取大仏頂焚焼。（中略）唐大暦十三年（778＝宝亀９）、広平皇帝親請僧講大仏頂経。諸大徳自連
署、戒明不連署。因戒法師、故大乗得存、令衆多僧脱無間地獄苦、既於仏法有大功労。（下略）
ｏ『紀略』延暦19年（800）10月庚辰条
外従五位下伊与部家守卒。宝亀六年兼補遣唐、習五経大義并切韻説文字躰。帰来之日、任直講、
尋転助教。大臣奏、令講公羊・穀梁三伝之義云云。文宣王享座、諸儒所説不同。仍拠勘経義及大
唐所行、具録奉進、定南面畢。
ｐ『続紀』延暦６年（787）５月戊戌条
典薬寮言、蘇敬注新修本草、与陶隠居集注相検、増一百余条、亦今採用草薬、既合敬説。請行用
之。許焉。
ｑ衣服令朝服条集解私所引大同元年（806）10月７日格
太政官符。応改七位・初位当色事。右被右大臣宣 、奉　勅、今聞、漢家之制、略異此間、緑・
縹之浅、不著当色。知而不改、服制無節。蕃客朝覲、如見之何。宜七位者同著深緑、初位者共服
深縹。自今以後、立為恒例。
ｒ『続後紀』承和９年（842）10月丁丑条菅原清公薨伝
（上略）（弘仁）九年有詔書、天下儀式・男女衣服、皆依唐法、五位已上位記、改従漢儀、諸宮殿
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院堂門閭、皆着新額、又肆百官舞踏。如此朝儀、並得関説。（下略）
ｅによると、天平度に帰朝した留学生吉備真備は様々な唐の文物を献上している。『続紀』天
平７年５月壬戌条「入唐使献請益秦大麻呂問答六巻」とあり、「古記」の編者にも比定される秦
大麻呂は律令に関する難義の質問と唐釈を持ち帰り、これは早速に官府に報告されていた。新来
の知識や唐の実見が大きな威力を発揮したことはｍ・ｎ・ｏなどに看取することができ、無用の
論争に決着をつける決定力があったのである。その他、ｉ・ｊ・ｑの服装に関する新制も遣唐使
の帰国後短期間のうちに改訂がなされており、唐の文物に対する関心・希求が窺われる。
では、遣唐使や留学者の齎した文物はすべてが即座に受容されたのであろうか。ｋ・ｌは霊亀
度の遣使を受けたものと思われるが、養老２年12月の遣唐使帰朝からはかなり年次を隔てて施行
されている。ｋは長安のさらなる細見をふまえて、聖武天皇即位後という機会をとらえたものか
もしれない。ｌは最も伝統性が求められる天皇の服制に関わる事項で（23）、天皇の服装の唐風化
はｒに記された弘仁９年の措置を経て、弘仁11年を俟たねばならなかった（『紀略』弘仁11年２
月甲戌条）。ｍは儒教の礼式に関連する整備であり、請益生膳大丘の帰朝後からやはりかなりの
年次を隔てて奏言が行われている。但し、大丘は帰朝後は造東大寺司に勤務していたことが知ら
れ、勝宝７年頃に正八位上であったから（『大日本古文書』12-475、25-193、4-72）、しかるべき
地位に就いた上でｍの時点で漸く是正を図ることができたのかもしれない。ｏの伊予部家守の奏
言年次は不明なので、これは措くとしても、同じく宝亀度①の遣唐使をふまえたものと推定され
るｐもやはり相当の年次を置いて奏言がなされている。
『三代格』巻17貞観３年（861）６月16日官符によると、儀鳳暦を停止し、大衍暦を採用した
のは宝字７年のことであり（『続紀』宝字７年８月戊子条）、ｅで真備が将来した大衍暦が日本で
施行されるには30年近くを要している。ここには暦法を独自に正確に改訂する難しさがあり、学
習・修得に時間がかかるという側面もあるのかもしれないが（24）、上記の諸例についても、即時
に唐の文物・制度を移入するのではなく、留学者や遣唐使が将来したものを慎重に検討した上で、
主体的に選択して実施するという形での唐文化受容を行う方策があったのではないかと考えられ
る。その意味では留学者の成果は無条件に国内で通用するものではないという留保があったこと
に注目しておきたい。
ｓ『類聚国史』巻147延暦22年（803）３月己未条行賀伝
（上略）生年十五出家、廿受具足戒。廿五被宛入唐留学。学唯識・法花両宗、住唐卅一年。帰来
之日、歴試身才。東大寺僧明一難問宗義、頗有所塞。明一即罵云、費粮両国、学植庸浅、何違朝
寄、不実帰乎。法師大愧、涕泣滂沱。久在他郷、頻忘言語。長途一躓、豈妨千里之行、深林枯枝、
何薄万畝之影。何則在唐之時、居百高座之第二、有法華経 弘賛略・唯識僉議等四十余巻。是則
行賀法師之筆削也。又写得持来聖教要文五百余巻。聖朝深喜弘益、授以僧綱。詔付門徒卅人、令
伝其業矣。
こうした留学者の成果如何という点では、ｓの勝宝度の留学僧行賀が帰朝後に置かれた立場は
興味深い。上掲の諸例のように、留学生たちはそれぞれに留学・請益の成果を示しており、遣唐
使による唐文化の移入が喧伝される所以である。ところが、ｓの行賀はその成果を充分に示すこ
とができず、諮問者に罵倒されたと記されている。ｓでは「久在他郷、頻忘言語」と弁護されて
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おり、また論争には論争術があり、学殖と必ずしも比例するものではないとの指摘もなされてい
るが（25）、やはり帰朝を華々しく飾ることができなかったのは事実である。但し、ｓによると、
唐での活動・肩書や将来した経典など、行賀は一応評価すべき成果を上げたと認定され、日本で
も宗業伝授に資したと記されている。新帰朝の留学者本人が大いに活躍することも重要であるが、
日本の朝廷や仏教界としては、本人の学識もさることながら、新しい経典の将来という物実の獲
得の方に重点を置いていたので、行賀が咎められることはなかったと理解することができれば、
留学者に期待されていた役割が奈辺にあったかを考える手がかりになるのではあるまいか。
３　唐文化移入とその特色
遣唐使による唐文化移入の全体的特色については別に考察を加えたことがあるので（26）、ここ
ではその知見を整理し、日本朝廷の唐文化移入のあり方とその推移や留学者が果す役割をまとめ
ることにしたい。
日本の唐文化移入は後期遣唐使が15～20年に１度の派遣という形態をとったために、まず唐文
化の全体を同時並行的に移入したものではないことに留意したい。そこには時間的・地域的な限
定や偶然性に左右される側面が存した。例えば則天文字など則天武后時代の知識が日本に根付い
ているのは、大宝度遣唐使がちょうど則天武后の最末期に入唐し、日唐関係が安定したという要
素が大きい。また則天武后は中国史上唯一の女性皇帝であるが、日本の女帝、特に８世紀後半の
孝謙・称徳女帝は則天武后を手本にした様子が看取され（政変時の貶姓名、四字年号など）、こ
れなどは時間を隔てても知識が活用される事例になる。そして、こうした知見は大宝度の遣唐使
が則天武后時代の唐文化を吸収したという偶然性に左右されるものであり、その他の留学・請益
者が唐の文物を学ぶ機会もそれぞれの入唐時点の状況に依存することが多いと思われる。
地域的な限定とは、遣唐使一行の中で長安に入京するのは限られた人々であり、遣唐使一行の
多くは到着地である江南の地に滞留し、長安ではなく、江南地域の文化を将来する場合も想定せ
ねばならないということである（27）。江南の地は５世紀の倭の五王の時代から日本が大きな影響
を受けた文化発信地としての伝統もあり、日本の遣唐使にはより親しみを感じる地であったのか
もしれない、こうした長安以外の文化の移入は遣唐使全員が入京できないという制約に基づくも
のであるが、一方では日本側の主体的立場に基づく選択性という、唐文化移入のもう１つの特色
とも関わる事柄であろう。
この主体的選択性については前章で留学者帰朝後の唐文物の即時受容の有無に触れたが、その
他教団道教の受け入れ拒否や輸入漢籍に看取される主体的選択のあり方が指摘されている（28）。
これらのうち、書籍輸入に関しては、『旧唐書』日本伝が霊亀度遣唐使について「所得錫賚、尽
市文籍、泛海而還」と評しており、前章末尾でも触れたように、日本の遣唐使は唐文化を物実と
して将来することに力点を置いていたのではないかという特色にもつながる論点である。
この点に関連して、新羅の遣唐使による留学者のあり方を比較してみると（29）、『新唐書』新羅
伝に「（開成）五年、鴻臚寺籍質子及学生歳満者一百五人、皆還之」とあり、新羅ではｇの日本
の場合とは比較にならない程多くの学生が唐で学んでいたことがわかる。そして新羅では国内の
〈 98〉遣隋・遣唐留学者とその役割（森）
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国学は中級官吏養成用で、遣唐留学生は王族の子弟や抜群の学力を有し、国家の中枢を担うこと
が期待される人々が派遣されるものであり、10年（以上）の遣唐留学が求められ、学識とともに
人脈を培うことが期待されていたといい、人の交流に力点があったと言えよう。
人の交流という点では、鑑真とその一行の到来は措くとして、日本は唐の一流の学者を招聘す
ることはなく、唐人からの直接伝授は殆ど不可能であった（30）。鑑真については当初は戒師とし
て大いに重用されたが、日本側では次第に本格的な戒律の受容は後退し、天台宗・密教の経典将
来、薬学など、むしろ戒律の定着以外の面での鑑真来日の重要性も指摘されるところである（31）。
また当初は唐人からの伝授を重んじるものの、次第に日本人による伝習システムを構築し、国内
での学習へと移行する事例として、中国語の発音に関わる音博士の場合を挙げることができる
（表４）。これはまずはネイティブ・スピーカーたる唐人に依存していたものが、後任補充がなか
ったという事情もあるが、９世紀には日本人の音博士が誕生するという形になっており（32）、遣
唐使事業の推移とも関連する事象である。
その遣唐使事業であるが、僧侶は措くとして、俗人の留学生については勝宝度頃をピークとし
て、以後は長期留学生の派遣は減少し、短期の請益生が主流になるという傾向を窺うことができ
る（表３）。これは安史の乱による唐の混乱、玄宗死去による従前の関係見直しなどの事由があ
るのかもしれないが、唐側は宝亀度qの帰朝に際して異例の唐使派遣を行っており、唐側には日
本の来貢維持を求める意志があったので、日本側も延暦度、承和度と遣唐使の派遣を維持してい
る（33）。
表３や前章で掲げた事例を見ると、霊亀度の留学生吉備真備のように、長期間に亘る留学によ
って唐文化の様々な分野に精通し、体系的な唐文化の移入を担う人材は減少していく。これは当
初唐を模した律令国家構築にはあらゆる分野で新知識が必要であったが、それを手本に一応の継
受ができれば、後は不足する点やそれぞれの時点で得られるものを選択的に受容すればよいとい
う国家的方策の変化にも起因していると思われる。それ故に以後は敢えて長期留学でなくも、請
益生を中心に文物の導入を図り、また国内での伝習体制や書籍による理解に依存可能な状況を整
備していくことが重視されたのであろう。
一方、留学者の方もｓの行賀のように、その成果が必ずしも国内のレベルに合わないという場
合も生じている。また長期留学で次の遣唐使が到来するのを待って、唐に滞留する意味合いにも
変化していくと考えられる。これには唐の国内情勢不安定や留学生への待遇変化（『性霊集』巻
５「為橘学生与本国使啓」、『入唐求法巡礼行記』巻１開成４年（承和６＝839）２月27日条、『唐
会要』巻49僧籍「新羅・日本僧入朝学問九年不還者編諸籍」など）といった条件もあるが、留学
者側の意識の変化という要因も大きい。延暦度の留学僧空海や留学生橘逸勢は本来予定されてい
た長期滞在を切り上げて、幸いにも遅れて到来した遣唐判官高階遠成の船で帰国する方法を選ん
でいる。『性霊集』巻５「与本国使請共帰啓」によると、空海は既に密教の大要を修得した旨を
述べ、「嚮久客他郷、引領皇華、白駒易過、黄髪何為」と、唐への滞在は無駄に年月を過ごすだ
けになることを強調しており、帰国、日本での成果披露の方を求めているのである。
ｔ『続後紀』承和12年（845）２月丁酉条善道朝臣真貞卒伝
（上略）真貞以三伝・三礼為業、兼能談論。但元来不学漢音、不弁字之四声。至於教授、惣用世
〈 100〉遣隋・遣唐留学者とその役割（森）
俗 訛之音耳。情在進取、不能沈察。（下略）
ｕ『三代実録』貞観４年（862）８月17日条讃岐永直卒伝
（上略）嘗大判事興原敏久・明法博士額田今人（足）等、抄出刑法難義数十条、欲遣問大唐。永
直聞之、自請詳解其義。累年疑帯、一時永釈、遣唐之問、因斯止矣。（下略）
ｔの善道真貞はｏの伊予部家守の子で、「当代読公羊伝者、只真貞而已」（ｔ下略部分）と評さ
れ、家守の学芸を伝習・定着させていたようである。９世紀前半の桓武～嵯峨朝は唐風化が進む
時期で、漢語教育も振興が図られているが（34）、ｔによると、真貞は語学は全く駄目であったと
いう。真貞は訛音で教授したので、「情在進取、不能沈察」と、やや負の評価を受けており、自
己流の伝習方法は唐の学芸を正確に継受することにはならないことを教えてくれる。
一方、ｕによると、９世紀中葉頃から既に唐の学問と匹敵ないしはこれを凌駕したとする意識
が散見していることがわかり（35）、日本側には遣唐使による唐文化移入が完了しつつあるという
認識も存した。こうした意識の醸成は長期の遣唐留学、さらには難義の請益さえも不要とする見
解を導き出し、俗人の遣唐留学者が減少していく１つの要因であったと思われる。
以上、唐文化の移入の特色とその変化、遣唐留学の意味合いについて知見を整理した。こうし
た異文化の受容は日本史の中での外来文化の移入・吸収・定着に通有の事柄であるのかもしれな
いが、その全体像がわかる最初の事例が遣唐使による交流、留学者の活動であったと位置づける
ことができよう。
むすびにかえて
小稿では遣隋使・遣唐使に伴う留学者の役割とその時代的変遷、そこに反映された日唐関係の
あり方や日本側の通交の意図・意識に言及した。留学者の活動という点に関しては、俗人の場合
は勝宝度くらいをピークに、以後９世紀にかけて遣唐留学の意味合いが変化していくのではない
かと考えてみた。一方、僧侶については、延暦度の最澄の天台宗、空海の真言宗は顕密仏教の構
築に大きな原動力になり、日本仏教の新たな基盤作りに寄与しており、むしろ９世紀にこそ熱心
な入唐求法が行われるという相違点がある。
天台宗に関しては、最新の密教導入に乗り遅れたこともあり、承和度の円載や円仁の派遣、以
後も円珍の渡海などにより天台宗の完成への努力が払われている（36）。また遣唐使事業には依存
しない形の入唐求法、遣唐使の停止、唐の滅亡後も五代十国や宋への聖地巡礼という方法で中国
仏教界との交流が続いていく（37）。そこには遣唐使のような国家の公的通交に依存しない新たな
通交形態による中国文化移入のあり方が構築されることが必要であり、遣唐使に続く時代の様相
や当該期の渡海者の活動とその意味合いの解明も今後の課題とすべきことを指摘し、蕪雑な稿を
終えることにしたい。
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表１　遣隋使および前期遣唐使に随伴した留学者
推古16年（608）の遣隋使…学生倭漢直福因（→推古31年７月条帰朝）、奈羅訳語恵明、高向漢人玄理（→舒明12年
10月乙亥条帰朝、孝徳朝の国博士）、新漢人大圀／学問僧新漢人日文（→舒明４年８月条帰朝；僧旻、孝徳朝
の国博士）、南淵漢人請安（→舒明12年10月乙亥条帰朝；大唐学問僧清安）、志賀漢人慧隠（→舒明11年９月条
帰朝、同12年５月辛丑条；無量寿経講説）、新漢人広済ら８人
年次不明の遣隋使…大唐学問者僧恵斉・恵光（→推古31年７月条帰朝）、医恵日（→推古31年７月条帰朝、遣唐使
として２度渡海）、学問僧霊雲（→舒明４年８月条帰朝、大化元年８月癸卯条；十師）、勝鳥養（→舒明４年８
月条帰朝）、大唐学問僧恵雲（→舒明11年９月条帰朝、大化元年８月癸卯条；十師）
※『隋書』倭国伝には大業３年（607＝推古15）にも「兼沙門数十人来学仏法」とある。
白雉４年（653）の遣唐使…学問僧道厳、道通、道光（→持統８年４月庚午条；律師と見ユ、『依四分律撰録行事』）、
恵施（→文武２年３月壬午条；僧正）、覚勝*、弁正、恵照、僧忍、知聡*、道昭《25歳》（玄奘に師事、飛鳥
寺禅院→元興寺禅院は「此院多有経論、書迹楷好、並不錯誤、皆和上之所将来者也」〔『続紀』文武４年３月己
未条〕）、定恵《11歳》（中臣鎌足の子、→天智４年帰朝）、安達（中臣渠毎の子）、道観（春日粟田臣百済の子
真人、→天武10年12月癸巳条以前に帰朝）、知弁、義徳（→持統４年９月丁酉条帰朝、27年間在唐）、道福*、
義向*／学生巨勢臣薬（豊足の子）、氷連老人（真玉の子、→天智10年帰朝〔持統４年10月乙丑条〕、17年間在
唐）、坂合部連磐積（『新字』一部44巻）
白雉５年（654）の遣唐使‥学問僧恵妙*、智国*、智宗（→持統４年９月丁酉条帰朝、26年間在唐）／学生高黄金
天智８年（669）の遣唐使…釈智蔵（『懐風藻』、三蔵要義を齎す→持統朝に帰朝し僧正に）／使人；黄書造本実
（水 （水準器）・仏足石図を齎す）
入唐年次不明…大唐学生土師宿禰甥・白猪史宝然（→天武13年12月癸未条帰朝、文武４年６月甲午条；ともに大宝
律令編纂に参与）
（備考）（）内は帰朝時期やその後の足跡・著書などを示す。《》は渡海時の年齢が判明するもの。人名の左肩の*
は唐または途中で客死、あるいは行方不明になり、帰国しなかった者を示す。
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表２　律令体制の整備と唐風化の過程（○で囲んだ月は閏月）
年　月　　　　　　　事　　　項
673（天武2）．5 大舎人経由の出仕法を定める
676（天武5）．4 地方豪族子弟の出仕法を定める
678（天武7）．10 考選基準（「公平・恪勤」の優劣）を定める
679（天武8）．正　正月の拝賀の礼式（「兄姉以上親」＝父母などの年長三等以上親と自分の一族の氏上以外は不可）、
卑母（自分より氏族としての出自が低い母）拝礼の禁止を定める
681（天武10）．2 浄御原令の編纂開始
．4 禁式92条の立制（一部に服飾に関する規定を含んでおり、服飾に関する禁制は八・九世紀の律
令制下にしばしば発布されている）
．9 氏上未定の氏に氏上を決定して理官に送るように促す
682（天武11）．3 皇族以下の官人に旧来の服装を禁止
．4 男女の結髪を指示（男子の髻、女子の垂髪を禁止）。婦人が鞍に跨って乗馬することを許可
．6 男子に結髪をおこない、漆紗冠を着させる
．8 宮廷においてとるべき礼儀、使用すべき言語を規定。族姓・景迹を基準とする考選方法を示す
．9 跪礼・匍匐礼をやめ、「難波朝庭の立礼」採用を指示
684（天武13）．r 男女の衣服の制を指示。女子の結髪、乗馬の際の縦横の規定を緩和
685（天武14）．正　新冠位制度を施行
．7 朝服の色を定める
．9 王卿に衣・袴を賜与
686（朱鳥元）．7 男夫の脛裳着用、婦女の垂髪を旧制通り許可
689（持統3）．正　公卿に袍・袴を賜与
．6 筑紫大宰らに衣裳を賜与。浄御原令を施行
．9 位記を始用する
690（持統4）．4 考仕令による考選方法を実施
．6 位次と年齢による官人の序列方法を示す
．7 公卿・百寮人が新朝服を着す
．11 元嘉暦と儀鳳暦を採用
697（文武元）．!2 正月の礼法（浄御原朝庭制により決罰）確認。祖兄・氏上の拝賀は認める
698（文武2）．8 朝儀之礼を定める
701（大宝元）．3 五位以上には袴着用を義務付け、六位以下は脛裳着用も可とする
704（慶雲元）．正　跪伏礼停止を令する
706（慶雲3）．12 脛裳着用を禁止し、袴着用を令する
707（慶雲4）．12 跪伏礼停止を再度令する
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表３　後期遣唐使と唐文化の移入
大宝度…留学僧；弁正*（囲碁の技能あり、秦忌寸朝元の父）、道慈《27歳》（16年間在唐→霊亀度、『続紀』天平
16年10月辛卯条「著述愚志一巻、論僧尼之事」、西明寺図を将来し、大安寺造営に貢献）
※唐より「寄送経論律等」（『性霊集』巻５）／鳳凰鏡・ 子錦（『続紀』慶雲元年11月庚寅条）
霊亀度…留学僧；玄 （18年間在唐、『開元釈教録』を齎す）
留学生；下道朝臣真備《22歳》（18年間在唐→天平度）、阿倍朝臣仲麻呂*《16歳》― 人羽栗吉麻呂*
（唐女を娶り、翼・翔を生む）、井真成*《18歳》請益生；大和宿祢長岡《28歳》（『続紀』景雲３
年10月癸亥条「凝滞之処、多有発明。当時言法令者、就長岡而質之。」）
※「所得賜賚、尽市文籍、泛海而還」（『旧唐書』日本伝）／孔子廟堂・寺観を見学（『冊府元亀』巻974外臣
部褒異一・巻170帝王部来遠開元５年10月乙酉条／「入唐使等拝見。皆着唐国所授朝服。」（『続紀』養老３
年正月乙亥条）／檀像１具（法隆寺伽藍縁起并流記資財帳）
天平度…留学僧；普照（→勝宝度で鑑真らを随伴）・栄叡*・玄朗*・玄法*、理鏡（菩提僊那を随伴、南天竺波羅
門僧正碑并序には「学問僧」とあるが、請益僧ヵ）
請益生；秦大麻呂（『続紀』天平７年５月壬戌条「入唐使献請益秦大麻呂問答六巻」）
※判官秦忌寸朝元…『万葉集』巻17―3922～3926（天平18年正月）左注に王卿らが応詔作歌した時、「但秦
忌寸朝元者、左大臣橘卿謔曰、靡堪賦歌、以麝贖之。因此黙止也。」とあり、唐物を所持していると思わ
れていたか。／石山寺所蔵遺教経奥書「唐清信弟子陳延昌荘厳此大集経典附日　本／使国子監大学朋古満
於彼流伝／開元廿三年二月八日従京発記」／『肇論疏』本奥書…開元23年閏11月に揚州大都督白塔寺沙門
玄 が「流伝日本国大乗大徳法師」ために勘校（→副使中臣朝臣名代の帰国に付託か）
勝宝度…留学僧；行賀《25歳》（31年間在唐、延暦３年帰国）
留学生ヵ；船連夫子（『続紀』勝宝６年11月辛未条「大唐学問无位船連夫子授外従五位下、辞而不受。以
出家故也。」）
請益生ヵ；膳臣大丘（『続紀』景雲２年７月辛丑条「隨使入唐、問先聖遺風、覧膠庠之余烈」）
※『薫集類抄』上…日本国使が供養香の製法を写取／「大小乗経論賢聖集別生并目録外経惣一百七巻」…
「去天平勝宝六年入唐廻使請来」と見ユ（『大日本古文書』４―496～499、15―45）／三教殿を見学（『東
大寺要録』所引延暦僧録逸文）
宝亀度q…請益生；伊与部連家守（明経、公羊・穀梁伝を将来〔『紀略』延暦19年10月庚辰条・学令経周易尚書条
集解所引延暦17年３月16日官符〕→帰国後に直講）
※准判官羽栗臣翼…揚州にて鋳工に鈍隠の鑑定を依頼（『続紀』神護２年７月己卯条）、宝応五経暦経を将来
（『三代実録』貞観３年６月16日条）
延暦度…留学僧；空海《31歳》（→大同元年帰国）
請益僧；最澄《38歳》―沙弥訳語僧義真、従者丹福成、経生真立人
留学生；橘朝臣逸勢（→大同元年帰国）
請益生；豊村家長*（明経請益大学助教）、粟田朝臣飽田麻呂（『後紀』延暦24年10月甲寅条「授入唐留学
生无位粟田朝臣飽田麻呂正六位上」）
※伴宿祢少勝雄（囲碁）／遣唐舞生久礼真蔵（茂）（『教訓抄』によると、春庭楽・柳花薗を伝来）／唐物
（彩帛・綾・錦・香薬）を献上
承和度…留学僧；円載―弟子仁好・順昌、 従伴始満、真済―弟子真然（第３船漂没により入唐中止）
請益僧；円仁―弟子性海・惟正、円行、戒明―弟子義澄、常暁（太元帥之法を伝える）
留学生；長岑宿祢氏主（紀伝）、佐伯直安道（暦、逃亡により入唐せず）、志斐連永世（天文、逃亡により
入唐せず）
請益生；刀岐直雄貞（暦、逃亡により入唐せず）、春苑宿祢玉成（『続後紀』承和８年正月甲午条「遣唐陰
陽師兼陰陽請益正八位上春苑宿祢玉成、在唐間得難義一巻、令陰陽寮諸生伝学」）、伴宿祢須賀雄
（碁師、『入唐求法巡礼行記』巻１開成３年10月４日条に「別請益生」と見ユ）
※知乗船事菅原朝臣梶成（『文徳実録』仁寿３年６月辛酉条「以梶成明遠医経、令其請問疑義」）／准判官藤
原朝臣貞敏《28才》（『三代実録』貞観９年10月４日条・宮内庁書陵部蔵「琵琶譜」（伏見家旧蔵）奥書～
琵琶を伝習）／『中右記』永長元年10月11日条「大極殿者是大唐大明宮含元殿之體也。遣唐使常副（嗣ヵ）
申也。一事不違彼宮。」
（備考）人名の右肩の*は唐または途中で客死、あるいは行方不明となり、帰国しなかった者を示す。《 》は入唐
時の年齢、※は留学生・請益生以外の人々による将来品。
なお、遣唐使が将来した唐文化を整理すると、次のようになる。
仏教関係…教学の伝授、経典、仏像・図像、寺院の図、僧侶招聘
儒教関係…教学の教授、孔子廟の見学、唐礼、公羊・穀梁伝、その他の書籍
その他の学芸…律令・陰陽・医学関係の難義を尋ねる、香道・舞楽・囲碁・琵琶の伝授、暦の知識、関連の書
籍
その他の将来品…水 ・測影などの技術品、仏足石図、呂律の道具、弓・箭、工芸品
唐の風俗・慣習…服制・儀礼、長安の実見
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表４　音博士の就任者
人　名 所見年次 備考
続守言 持統5・9・4 銀各20両を賜与
薩弘格 （百済の役の捕虜の唐人）
持統6・12・14 水田各４町を賜与
袁晋卿 宝亀9・12・庚寅条 天平７年来日の唐人
『性霊集』巻４「為藤真川挙浄豊啓」も参照
清内宿禰御薗 天長２～承和４以前
（外記補任・法曹類林）
六人部連門継 天長２頃ヵ（法曹類林）
天長10・2・癸酉条 右京人・従５下、高貞宿禰賜姓
物部弥範 嘉祥2・10・5 近江国愛智郡人・従５下、右京六条二坊貫附
上毛野朝臣永世 貞観2・1・16 外従５下、尾張介に
清内宿禰雄行 貞観6・1・7 正６上→外従５下
貞観8・7・2 高山祭使
貞観11・1・7 →従５下
元慶7・6・10 卒
秦忌寸永宗 元慶7・1・7 正６上→外従５下
元慶7・12・25 山城国葛野郡人、惟宗朝臣賜姓
惟宗朝臣永宗 仁和3・2・17 摂津介に
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